
管
工
事
業
界
の
持
続
的
発
展
へ
邁
進

適
正
利
潤
確
保
・
事
業
領
域
拡
大

イ
ン
フ
ラ
分
野

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
デ
ジ
タ
ル
化
で
人
材
育
成

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
十
月
十
六
日
、
東
京
・
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
第
三
百
四
十
三
回
理
事
会
を
開
き
、
新
た
に
作
成
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
管
工
事
業
界
の
た
め
に

全
管
連
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
を
正
式
に
承
認
し
た
。
管
工
事
業
界
の
持
続
的
発
展
へ
会
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
た

め
、
今
後
五
年
程
度
の
方
向
性
を
明
示
し
た
。
全
管
連
が
組
織
的
な
将
来
展
望
を
打
ち
出
し
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
適
正
利
潤
や
有
能
な
人
材
の
確
保
、
事
業
領
域
の
拡
大
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

当
日
の
理
事
会
で
は
①
加

入
申
込
み
の
審
査
②
技
術
参

与
の
委
嘱
③
支
部
長
・
常
設

委
員
の
補
充
選
任
④
全
管
連

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
―
―
の
四

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
。

ま
た
公
益
社

団
法
人
日
本

水
道
協
会
の

災
害
対
策
担

当
者
を
迎
え

て
「
地
震
等
緊
急
対
応
の
手

引
き
」
の
改
訂
に
関
す
る
講

演
会
を
行
っ
た
。

全
管
連
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
総
務
、
経
理
、
経
営
、

広
報
、
事
業
、
技
術
の
六
部

門
の
担
当
理
事
（
部
長
）
を

中
心
に
議
論
を
重
ね
て
原
案

を
作
成
。
藤
川
会
長
の
強
い

意
向
を
反
映
し
て
藤
川
ビ
ジ

ョ
ン
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

内
容
は
全
管
連
の
現
状
・

課
題
、
全
管
連
活
動
の
基

本
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
業
・
方
策
、
全
管
連
の

体
制
の
見
直
し
・
強
化
な
ど

を
骨
子
と
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
重
点
事
業
に
は
①
技
術

・
技
能
を
磨
く
②
管
工
事
業

者
・
組
合
の
仕
事
量
確
保
と

事
業
領
域
の
拡
大
を
め
ざ
す

③
管
工
事
業
界
の
社
会
的
認

知
度
を
向
上
さ
せ
る
④
若
者

・
女
性
の
入
職
・
定
着
と
高

齢
従
業
員
の
活
躍
を
促
進
す

る
⑤
休
日
確
保
・
給
与
な
ど

の
処
遇
改
善
を
進
め
る
⑥
災

害
時
な
ど
緊
急
時
の
即
応
態

勢
を
強
化
す
る
―
―
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。

理
事
会
終
了
後
、
藤
川
会

長
、
原
宣
幸
総
務
担
当
副
会

長
、
岩
野
隆
一
総
務
部
長
、

粕
谷
明
博
専
務
理
事
、
松
本

淳
司
常
務
理
事
、
上
田
忠
幸

事
務
局
長
ら
に
よ
る
記
者
会

見
が
開
か
れ
た
。
藤
川
会
長

は
全
管
連
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
「
管
工
事
業
の
範
囲
は
広

く
全
管
連
会
員
企
業
の
業
態

も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
各
企
業
が
適
正

利
潤
や
若
者
な
ど
の
人
材
を

確
保
し
、
将
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
の

た
め
に
業
界
の
現
状
や
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら

の
持
続
的
発
展
の
道
筋
を
提

示
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
述

べ
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
着
実
な

実
現
へ
意
欲
を
示
し
た
。

重
点
事
業
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
六
部
門

で
同
時
並
行
的
に
内
容
を
詰

め
、
関
係
各
方
面
へ
の
要
望

な
ど
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

国
土
交
通
省
は
十
月
十
九

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
特
別
会
議

室
で
第
二
回
「
イ
ン
フ
ラ
分

野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」
（
本

部
長
・
山
田
邦
博
技
監
）
を

開
き
、
イ
ン
フ
ラ
分
野
Ｄ
Ｘ

施
策
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

経
験
が
浅
く
て
も
建
設
現
場

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
熟
練
技
能
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
的
な

伝
承
を
実
現
す
る
。

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は

Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活

を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い

方
向
に
変
化
さ
せ
る
と
い
う

概
念
で
二
〇
〇
四
年
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
大
学
の

エ
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ル
タ
ー
マ

ン
教
授
が
提
唱
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
同
省
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
契
機
と

し
た
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型

の
働
き
方
へ
の
転
換
や
安
全

性
の
向
上
な
ど
を
促
進
す
る

た
め
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

分
野
の
Ｄ
Ｘ
を
全
省
横
断
的

に
推
進
し
て
い
る
。

当
日
の
会
合
で
は
山
田
本

部
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
便
性

を
実
感
で
き
る
社
会
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
強
力
に
推
進
し
て

い
く
。
労
働
環
境
や
暮
ら
し

の
安
全
性
を
高
め
る
シ
ス
テ

ム
を
速
や
か
に
実
装
し
て
い

く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
使
命

だ
」
と
述
べ
、
活
発
な
意
見

交
換
を
促
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
分
野
Ｄ
Ｘ
施
策

で
は
行
政
手
続
き
の
迅
速
化

や
サ
ー
ビ
ス
・
生
産
性
の
向

上
、
安
全
で
快
適
な
労
働
環

境
の
整
備
、
検
査
・
点
検
・

管
理
の
高
度
化
、
パ
ワ
ー
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
に
よ
る
危
険

・
苦
渋
作
業
の
減
少
な
ど
を

め
ざ
す
。
と
く
に
熟
練
技
能

に
つ
い
て
は
モ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
サ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
見

え
る
化
し
、
効
率
的
な
人
材

育
成
手
法
を
構
築
す
る
。

品川プリンスホテルで記者会見

藤川会長

熟
練
技
能
の
効
率
的
な
伝
承
へ

国交省幹部が集い意見交換

山田本部長
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